
　会員になることで、地域福祉の推進にご協力
いただけます。（一定の限度額まで損金算入できる場合があります）

地域貢献を目指している企業法人のみなさまへ個人として協力していただけるみなさまへ

特別
会員
特別
会員
特別
会員

個人・企業・法人等
1,000円以上特別会員募集富士市社協

平成30年度

〒416-8558　富士市本市場432-1 
富士市フィランセ東館1階　在宅支援係
64-4649 FAX 64-6567

Eメール　zaitaku@fujishishakyo.com

詳しくはこちらへご連絡ください。

社協は民間の福祉団体です。 予算
平成30年度
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※事業別総額は、社会福祉法人会計に基づき、
　社協内同士の取引10,958,000円を差し引いています。

155,027,000円

支出
総額  1,073,630,000円

人件費
629,583,000円

35,523,000円事務費

事業費

32,573,000円
授産事業費

38,540,000円貸付事業費

17,320,000円助成金支出
21,656,000円施設整備支出 90,907,000円当期末残高

30,081,000円予備費・その他

22,420,000円
共同募金配分金事業費

事業別
総額  1,073,630,000円

313,547,000円
地域福祉事業

266,334,000円
介護保険事業

131,885,000円
社会福祉センター

372,822,000円

障害者就労
支援事業

●特別会員は通年募集しております●

社協では、地域の皆さまと一緒に
「だれもが安心してともに暮らせる福祉のまちづくり」を

めざして地域福祉をすすめています。
おあずかりした会費は、地域のさまざまなニーズにあわせ

福祉というかたち（福祉サービス）にかえて皆さまにお返しします。
一人でも多くの皆さまに、社協の活動趣旨に賛同いただき、

ご協力賜りますようお願いいたします。

あな
たの会

費が福祉のまちづくりに活かされます。

〈予算規模〉

収入
総額  1,073,630,000円

利用料
1,480,000円

その他 62,618,000円

113,655,000円繰越金

授産事業
30,615,000円

貸付事業障害福祉
サービス等事業
299,618,000円

介護保険事業

受託金

施設整備補助金
599,000円

38,540,000円

207,099,000円

174,981,000円

小松クリニック

医療法人社団　青葉会　小松クリニック
〒417-0061 富士市伝法1989-66　 0545-57-5225
http://www.komatsu-clinic.or.jp

◆診療時間
AM9：00～12：00
PM3：00～5：30（受付終了）
◆休診日
日曜日・祝日・土曜日午後
◆当院の診療は予約制です。
まずはお電話をお願いします。

◆内科全般◆　糖尿病　甲状腺　脂質代謝　内分泌　循環器　消化器
◆外科全般◆　消化器　乳腺

富士市社会福祉協議会のラジオ番組！

毎月最終水曜日
15：10放送！

社協のホットな情報をお伝えしています。
ぜひお聞きください！

福祉教育福祉教育

会費 30,300,000円

寄附金 4,180,000円

補助金・共同募金配分金
109,945,000円

災害ボランティア支援
本部開設訓練

災害ボランティア支援
本部開設訓練

地区福祉推進会地区福祉推進会

個人として社会福祉協議会
が行う事業に、賛同して
いただけるみなさまに、
ご協力をお願いいたします。
（所得税控除の対象となる場合が
あります）

５月１３日（日）母の日に、第24回「駅南福祉フェスティ
バル」を開催しました。当日は、こどもから高齢者まで多く
の地域住民が参加し、福祉体験コーナーやふれあいプラ
ザ、模擬店などで交流を図っていました。
　初の試みとして、富士南中学校3年生38名がボラン
ティアとして参加し、福祉体験（車いす・アイマスク体験）
の方法を、富士市社会福祉協議会と富士南部地域包括
支援センター職員から説明を受け、５グループに分かれ
体験をしました。アイマスクを体験した中学生は、「初め

てだったので段差がわからず恐かった。」「目の見えない人
はこんなに不安な気持ちですごしているのかな。」などの
感想があり、開催の趣旨である『実践で役立てることがで
きる学習の場』として、心に残ったようでした。
フリーマーケットの部門では、出張移動販売をおこなって
いる「(有)鳥栄」と「福子（ふくね）」が出店し、移動販売で
扱っている商品を販売していました。｢声を掛けてくれれば
伺います。｣と笑顔で話をしてくれた鳥栄さん。近くに買い
物ができる場所がないため困っている高齢者には強い味
方です。
　主催者の稲葉久利会長は、「地域の住民の方々に、いろ
いろなハンディキャップのある人がいることを理解し、住民
参加型の地域福祉の重要性を実感できるそんなフェスティ
バルになってほしい。」と話をしてくれました。駅南福祉の
合いことばは、｢ノーマライゼーション｣です。

駅南福祉フェスティバル
富士駅南地区福祉推進会

～ノーマライゼーションの立場に立って～

　「福祉」を取り巻く環境は刻々と変化しています。超高齢化
と超少子化が進み、ひとり暮らしや孤食、虐待など多様な問
題が増加しています。社会福祉協議会の事業は人と人を結ぶ
仕事です。地域ネットワークづくりのキーマンは社協であると
いう気持ちで、高齢者から子育てまで幅広い支援をおこなっ
ていきます。｢社協があってよかった｣といっていただけるよう
がんばってまいります。




